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１．はじめに
　ジオパークは、①大地を土台とし、②母なる大地に育まれた生態系および③これらの自然環境のもとに
発展した人間の産業・文化・歴史から構成される（図１）。ジオパークは、これらすべてをジオパークと
いう傘の下にまとめ、災害も含めた地域の自然や文化に関する教育、貴重な地質・地形の保全および大地
の資源を活かした地域の持続的な発展を目指す活動である。
　世界ジオパークの活動は、2004年にユネスコ支援のもとで世界ジオパークネットワークが設立されてか
ら始まった。日本では2016年11月現在、８ヶ所のユネスコ世界ジオパークと、43ヶ所の日本ジオパークが
認定されている（日本ジオパークネットワークホームページ）。2015年11月のユネスコ大会においてユネ
スコ世界ジオパークがユネスコの正式な事業に決定され、ユネスコ世界ジオパークは世界遺産と同様に注
目されると予想される。四国では、室戸がユネスコ世界ジオパークに、室戸と西予が日本ジオパークに認
定されており、瀬戸内海には大分県に日本ジオパークであるおおいた姫島ジオパークがあるものの、瀬戸
内を世界に発信するジオパークはまだない。
　筆者は、香川県全域をジオパークの対象地域とする讃岐ジオパーク構想を提唱している（長谷川・鶴
田、2014）。ジオパークとしての讃岐平野および備讃瀬戸の世界的な価値は、①約1400万年前の瀬戸内火
山活動によるサヌカイトマグマの形成、②その後の侵食による里山や島の造形美、③旧石器時代から現代
に至る多様な石の文化にある。
　また筆者は2010年（平成22年度）から公開講座「讃岐ジオサイト探訪」を開始し、香川県内の地形・地
質と石の文化の魅力を発掘して、讃岐ジオパーク構想に必要なジオサイト（地質名所）の資料を作成する
とともに同志の輪を広げる活動を続けている（長谷川他、2013）（表１）。その成果は、2013年３月刊行の
「讃岐ジオサイト探訪」（長谷川・鶴田、2013）にまとめられ、また香川大学の地域連携推進経費等の支
援を得て、讃岐ジオパーク構想を推進するためのシンポジウムを開催し、広報活動にも力を入れている。
2014年（平成26年度）からはジオガイド養成の第一歩として、今まで訪れたジオサイトを見直し、更に深
く学習する「讃岐ジオサイト探求」を開始した。
　本稿では、2014年３月に報告した「讃岐ジオサイト探訪」活動報告（長谷川・鶴田、2014）の続報とし
て、平成26年度、27年度に実施した「讃岐ジオサイト探求」の活動を報告する。

図１　ジオパークと地域復興のイメージ（日本ジオパークネットワークホームページ）
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図 1 ジオパークと地域復興のイメージ（日本ジオパークネットワークホームページ） 
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表１　香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探訪」の軌跡

月日 コース 見どころ ジオサイト
探求実施

平
成
22
年
度

５月16日 ガイダンス（石の民俗資料館）、
五剣山と庵治石 八栗寺磨崖仏、崩壊転石、庵治丁場 ○

６月20日 屋島の名跡 雪ノ庭、畳石、屋島洞窟、屋島の黒石 ◯
７月18日 雨滝自然科学館と火山石石棺 日本最古のナマズ化石、火山 ○
８月22日 小豆島 寒霞渓、中山千枚田、大坂城跡残石公園 ○

９月19日 ガイダンス（石の民俗資料館）、
高松クレーターと由良石 由良石採石場、高松クレーター ◯

10月17日 五色台周辺地域のサヌカイト 金山のサヌカイトと楽器 ○
11月21日 飯野山（讃岐富士）と丸亀平野 讃岐富士、扇状地、活断層 ○
12月19日 弥谷寺と天霧石 宗吉瓦、弥谷寺の磨崖仏、天霧城址 ◯

１月23日 ガイドブック発表会
（香川大学生涯学習教育研究センター）

室戸ジオバーク推進委員会柴田伊廣氏講演会
「室戸ジオパークの取り組み」

平
成
23
年
度

４月24日 高松市峰山と栗林公園 峰山、栗林公園
５月22日 豊島石と地すべりによる棚田 家浦八幡神社、檀山、唐櫃の棚田と清水 ◯
６月26日 観音寺市有明浜と江甫山 有明浜、江甫山、七宝山 ○

７月24日 香東川と塩江温泉 塩江温泉、花崗岩と和泉層群の不整合、中新世流紋岩
と熱水作用

９月４日 国分寺と鷲ノ山石の石棺 鷲ノ山の丁場、石舟石棺、国分寺、サヌカイト ◯
10月23日 長尾断層と嶽山 長尾衝上断層露頭と最新の断層変位を示す低断層崖 ○

11月27日 大麻山と金毘羅神社 大麻山の讃岐層群と花崗岩との不整合、金比羅神社か
らの讃岐平野

12月25日 女木島と男木島 鬼ヶ島洞窟、柱状節理、ジイの穴、タンク岩（柱状節
理）

平
成
24
年
度

４月22日 ガイダンス（香川大学生涯学習教育研
究センター）勝賀山 勝賀城、山頂からの讃岐平野

５月27日 堤山（羽床富士）と綾川 堤山、快天山古墳、滝宮の綾川

６月24日 門入ダム周辺 長尾断層と大川撓曲，2004年台風23号災害による土砂
災害跡

７月22日 東かがわ市の海岸 ランプロファイア岩脈、花崗岩と和泉層群と不整合 ◯
９月23日 満濃池と江畑断層 江畑断層、焼尾峠礫層、満濃池、和泉層群
10月28日 塩飽広島と青木石 青木石、立石八幡神社
12月９日 善通寺五岳 香色山、筆ノ山、我拝師山

平
成
25
年
度

４月21日 ガイダンス（香川大学生涯学習教育研
究センター）、女木島と高松城跡 鬼ヶ島洞窟、柱状節理、高松城跡の石垣

５月19日 聖通寺山と青ノ山 聖通寺山のゆるぎ岩と青ノ山古墳群の巨石群
６月23日 伊吹島 讃岐岩質安山岩の貫入形態、島四国
７月21日 荘内半島 紫雲出山、蔦島、丸山島 ○
９月８日 女体山と護摩山 大窪寺、女体山、護摩山
11月３日 高見島 竜王社の火山角礫岩と安山岩の石垣
12月８日 城山・郷師山・金山 城山と金山のサヌカイト、郷師山の凝灰角礫岩石窟仏 ○
１月12日 直島 直島八幡神社、本村の石垣、地中美術館ほか

平
成
28
年
度

４月17日 ガイダンス（香川大学生涯学習教育研
究センター）、高鉢山 高鉢山、風穴、椎尾八幡神社

５月８日 城山・猫山・大高見峰（綾歌三山） 城山，猫山，大高見峰縦走、平成16年台風の痕跡
６月５日 粟島・志々島 粟島陸けい砂州・馬城八幡神社、志々島垣め墓・大桶
７月10日 大野原のため池 豊稔池、井関池、大谷池、岩鍋池
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２．讃岐ジオサイト探求のねらい
　「讃岐ジオサイト探求」では、香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探訪」（表１）を基に香川のジオサイ
トの核となる地点として、16地点を選定し、大地を構成する地形・地質をベースに、その上に成り立つ植
物・生態系、さらには歴史・文化・産業などの成り立ちを考察した（表２、３）。
（１）小豆郡
　①寒霞渓（小豆島）：表12景裏８景、火山礫岩の渓谷美・タフォニ、三笠山
　②皇踏山（小豆島）：中山地すべり、堰き止め湖、炭鉱跡、滝湖寺奥の院、長浜海岸の土庄層群
　③豊島　家浦八幡神社、檀山、唐櫃の棚田と清水
（２）東讃地区
　①東かがわ市の海岸（東かがわ市）：�花崗岩と和泉層群の引田不整合、引田城跡、引田の街並み、潟湖

跡と塩田跡
　②雨滝山（さぬき市）：�日本最古のナマズ化石、雨滝化石層、ガーネット、津田湾古墳群、火山の凝灰

岩
　③長尾断層（さぬき町・三木町・高松市）：長尾衝上断層露頭と最新の断層変位を示す低断層崖
（３）高松地区
　①五剣山と庵治石（高松市）：八栗寺磨崖仏、崩壊転石、庵治石丁場
　②屋島の名跡（高松市）：雪ノ庭、畳石、屋島洞窟、屋島の黒石
　③由良山・鷲ノ山（高松市）：由良石採石場、高松クレーター、鷲ノ山丁場、石舟石棺
　④五色台北部（高松市）：瀬戸内海国立公園、讃岐層群、ナウマンゾウの臼歯の化石
（４）中讃地区
　①丸亀城・本島（丸亀市）：丸亀城石垣、本島丁場跡、刻印石
　②飯野山・爺神山（丸亀市・三豊市）：讃岐七富士、火山岩頸
　③金山（坂出市）：石器としてのサヌカイト、サヌカイトの石垣、サヌカイト楽器
（５）西讃地区
　①荘内半島（三豊市）：丸亀島の柱状節理、陸けい島、紫雲出山、志保山の風穴
　②天霧山（坂出市・善通寺市・三豊市）：弥谷寺の磨崖仏、天霧城址、石像としての凝灰岩
　③有明浜（観音寺市）：有明浜、江甫草山、稲積山

　「讃岐ジオサイト探訪」がA３両面（２ページ）であるのに対し、「讃岐ジオサイト探求」はA３で５ペー
ジとなり、地形地質、ジオサイトの説明に地形解析、植生を追加し、最終頁に生態系と歴史をとりまと
め、地域（ジオサイト）を統合的に理解できるように試みた。図２～６に讃岐ジオサイト探求「屋島」を
例にした資料を紹介する。

香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求」活動報告
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図2　讃岐ジオサイト探求資料「屋島」1頁（概要，地形・地質，地形図）

図３　讃岐ジオサイト探求資料「屋島」２頁（地形解析、植生）
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図４　讃岐ジオサイト探求資料「屋島」３頁（ジオサイト説明）

図５　讃岐ジオサイト探求資料「屋島」４頁（ジオサイト説明）

香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求」活動報告
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３．平成26年度の讃岐ジオサイト探求
　平成26年度は香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求（１）」として、①サヌカイトの不思議（坂出市）、
②天然記念物・屋島（高松市）、③五色台北部（高松市：香川県自然科学館）、④讃岐の化石（さぬき市：
雨滝自然科学館）、⑤庵治石の魅力（高松市：石の民俗資料館）、⑥讃岐富士の探求（飯野山）、⑦荘内半
島（三豊市）、⑧寒霞渓を歩く（小豆島町）を対象に、大地の成り立ちからジオサイトの特徴（強み）を
調査した（表２、図７）。
　受講数は41名と昨年度までの「讃岐ジオサイト探訪」の受講者40名とほぼ変わらず、定員30名をオー
バーする盛況であった。公開講座修了後のアンケート（図８）によると、内容が難しいと27名中２名が回
答していたが、分かりやすいと回答した数は22名と全体の81％で、講義の内容はおおいに興味が増し、楽
しかったと回答している。

図６　讃岐ジオサイト探求資料「屋島」５頁（生態系と人との関わり）
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表２「讃岐ジオサイト探求（１）」の概要

No. 月日 コース 場所 見どころ

１ ４月20日 サヌカイトの不思議 坂出市 石器としてのサヌカイト、サヌカイトの石
垣、サヌカイト楽器

２ ５月11日 天然記念物・屋島 高松市 雪ノ庭、畳石、屋島洞窟、屋島の黒石、花崗
岩の採石場、地形と古戦場

３ ６月15日 五色台北部 高松市 瀬戸内海国立公園、讃岐層群、ナウマンゾウ
の臼歯の化石

４ ７月６日 讃岐の化石 さぬき市 日本最古のナマズ化石、雨滝化石層、ガー
ネット、津田湾古墳群、火山の凝灰岩

５ ９月14日 庵治石の魅力 高松市 宝永地震による崩壊転石、庵治石丁場と石材
加工工場

６ 10月12日 讃岐富士の探求 飯野山 讃岐七富士（飯野山、爺神山）

７ 11月９日 荘内半島 三豊市 丸亀島の柱状節理・陸けい島、紫雲出山、志
保山の風穴

８ 12月７日 寒霞渓を歩く 小豆島町 表12景裏８景、火山礫岩の渓谷美・タフォニ、
三笠山

図７　「讃岐ジオサイト探求（1）」見学状況

五剣山と庵治石採石場 寒霞渓

香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求」活動報告
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図８　「讃岐ジオサイト探求（１）」アンケート結果
 

 

 

 

 

 

 

 図 10 「讃岐ジオサイト探求(2)」アンケート結果 
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４．平成27年度の讃岐ジオサイト探求（２）
　平成27年度の「讃岐ジオサイト探求（２）」では、①由良石と鷲ノ山石（高松市）、②豊島（土庄町豊島）、
③中世凝灰岩丁場と天霧石（坂出市、善通寺市、三豊市）、④城山と引田不整合（東かがわ市）、⑤長尾断
層（さぬき市、三木町、高松市）、⑥稲積山と江甫草山（観音寺市）、⑦丸亀城の石垣と本島の刻印石（丸
亀市）、⑧小豆島皇踏山（土庄町）のコースを訪ねた（表３、図９）。
　参加人数は39名で、「讃岐ジオサイト探求（２）」終了後のアンケート（図10）によると、内容が難しい
と18名中２名が回答してはいるが、全般にみると講座に対して興味をもち、楽しみながら受講しているこ
とが分かる。

表３　「讃岐ジオサイト探求（２）」の概要

No. 月日 コース 場所 見どころ

１ ４月19日 由良石と鷲ノ山石 高松市 由良石採石場、高松クレーター、鷲ノ山の丁
場、石舟石棺

２ ５月17日 豊島 土庄町
豊島 家浦八幡神社、檀山、唐櫃の棚田と清水

３ ６月14日 中世凝灰岩丁場と天
霧石

坂出市
善通寺市
三豊市

弥谷寺の磨崖仏、天霧城址、石材としての凝
灰岩

４ ７月12日 城山と引田不整合 東かがわ市 花崗岩と和泉層群の引田不整合、引田城跡、
引田の街並み、潟湖跡と塩田跡

５ ９月13日 長尾断層
さぬき市
三木町
高松市

長尾衝上断層露頭と最新の断層変位を示す低
断層崖

６ 10月18日 稲積山と江甫草山 観音寺市 有明浜、江甫草山、稲積山

７ 11月15日 丸亀城の石垣と本島
の刻印石 丸亀市 丸亀城石垣、本島丁場跡、刻印石

８ 12月６日 小豆島（皇踏山） 土庄町 中山地すべり、堰き止め湖、炭鉱跡、滝湖寺
奥の院、長浜海岸の土庄層群

図９　「讃岐ジオサイト探求（２）」見学状況

長尾断層の撓曲 丸亀城の石垣

香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求」活動報告
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 図 10 「讃岐ジオサイト探求(2)」アンケート結果 

図10　「讃岐ジオサイト探求（２）」アンケート結果
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５．関連するアウトリーチ活動
　筆者らは「讃岐ジオサイト探求」と関連するアウトリーチ活動として、講演会やシンポジウムを開催し、
「讃岐ジオパーク」実現のために香川県内のジオサイトの魅力を発信している（表４）。以下、平成26年度
以降に実施した講演会およびシンポジウムの概要を報告する。

表４　関連行事・自治体との連携一覧
月日 行事 内容

平
成
23
年
度

３月３日（土） 讃岐ジオパークをめざすシン
ポジウム

活動報告：香川大学工学部　長谷川 修一
講演：サヌカイトはなぜできたのか－マグマ成因論の最前線－
　　海洋研究開発機構　巽 好幸
パネルディスカッション：讃岐ジオパークをめざして屋島巡検

平
成
24
年
度

11月17日（土）
11月18日（日）

小豆島町石の文化シンポジウ
ム・小豆島ジオサイト探訪

ジオサイト探訪：
講演：島と海の復権　北川 フラム 氏
パネルディスカッション：人々の生活と石の文化

平
成
25
年
度

10月５日（土）
10月６日（日）

石の魅力創造シンポジウム・
小豆島シオサイト探訪

ジオサイト探訪：
講演：
　なぜ讃岐ジオパーク構想が世界をめぎすのか
　　香川大学工学部　長谷川 修一
　なぜ世界のマグマ研究者が小豆島に注目するのか
　　神戸大学大学院　巽 好幸
　�今日の花崗岩地質学の知識からみた大坂城改築時代の小豆島の石工の知識
と技術

　　深田地質研究所　藤田 勝代
　�天狗岩磯丁場および海底遺構調査（大坂城残石）からわかる海洋民の “文
化景観”

　　同志社大学　津村 宏臣
フリーディスカッション：

３月８日（土） 讃岐ジオパーク構想推進シン
ポジウム

オープニング：サヌカイト演奏（COLON）
活動報告：世界ジオパークの聖地をめきす讃岐ジオパーク構想
　　香川大学工学部　長谷川 修一
講演：山陰ジオパークが世界ジオパークになるまでの広域連携について
　　山陰海岸ジオパーク推進協議会　石田 勝則
パネルディスカッション：讃岐ジオパーク構想実現のための地域連携

平
成
26
年
度

10月25日（土）
瀬戸内海国立公園指定80周年
記念「東讃・海から見たジオ
サイトと石の文化講演会」

東讃・海からのジオサイトの魅力
　香川大学工学部　長谷川 修一
世界最古のなまず化石の発見とその意義
　さぬき市雨滝白然科学館　森 繁
さぬき市の凝灰岩石造文化
　大川広域行政組合　松田 朝由
東かがわ市沿岸の史跡と石の文化
　東かがわ市教育委員会　萩野 憲司 氏

11月８日（土）
11月９日（日）

小豆島石の文化誕生シンポジ
ウム

石の文化クルージング
ジオサイト探訪
基調講演
フリーディスカッション

３月21日（土） 讃岐ジオパーク構想学術連携
推進シンポジウム

活動報告：讃岐ジオパーク構想のねらいと今後の課題
　　香川大学工学部　長谷川 修一
講演：レジャー素材としての香川の山と岩
　　四国学院大学　田尾 和俊
パネルディスカッション：讃岐ジオパーク構想実現のための大学と地域の連携

平
成
27
年
度

11月７日（土）
11月８日（日）

瀬戸内海・小豆島石のシンポ
ジウム2015

石の文化クルージンク
ジオサイト探訪
基拱講演
フリーディスカッション

２月28日（日） 讃岐ジオパーク構想による地
方創生推進シンポジウム

活動報告：讃岐ジオパーク構想の実現に向けて
　　香川大学工学部　長谷川 修一
講演：世界ジオパークによる地方創世
　　兵庫県豊岡市長　中貝 宗治
パネルディスカッション：ジオパークによる地方創生

平
成
28
年
度

８月26日
８月27日

小豆島・石のシンポジウム・
インターナショナル2016（第
８回世界考古学会議京都大会
プレシンポジウム）

現地見学：自然環境・地形，文化・伝統・産業
シンポジウム：

香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求」活動報告
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５．１　讃岐ジオパーク構想推進シンポジウム
　平成26年３月８日、香川大学主催、香川経済同友会共催による「讃岐ジオパーク構想推進シンポジウ
ム」が開催され、194名の集客を得た。「讃岐ジオパーク構想推進シンポジウム」では、「世界ジオパーク
の聖地をめざす讃岐ジオパーク構想」（香川大学工学部 長谷川修一）、「山陰海岸ジオパークの現状」（山
陰海岸ジオパーク推進協議会事務局長 石田勝則氏）の基調講演の後、パネリストに大西秀人高松市長、
梶正治丸亀市長、綾宏坂出市長、平岡政典善通寺市長、白川晴司観音寺市長、大山茂樹さぬき市長、藤井
秀城東かがわ市長、横山忠始三豊市長、塩田幸雄小豆島町長を迎え、「讃岐ジオパーク構想実現のための
地域連携」と題してパネルディスカッションを実施した。各首長から讃岐ジオパーク構想への期待が表明
され、香川県まるごとジオパーク構想の記念すべきスタートとなった。
　シンポジウム終了後のアンケートによると、「讃岐ジオパーク構想を是非推進してほしい」という意見
が80人にのぼり、回答者の85％の賛同を得た。讃岐ジオパークの区域について、「香川県まることジオ
パークにするのが適当である」と80名が回答した（図11）。讃岐ジオパーク構想の構想母体については、
「香川県が主導する」が53％、「香川大学が主導する」が32％という結果となった。

５．２　瀬戸内海国立公園指定80周年記念　東讃・海から見たジオサイトと石の文化講演会　
　平成26年10月25日、東かがわ市で、香川大学主催、さぬき市教育委員会、東かがわ市教育委員会共催に
よる瀬戸内海国立公園指定80周年記念「東讃・海から見たジオサイトと石の文化講演会」が開催された。
午前中は講演会に先立ち、香川大学瀬戸内圏研究センターの調査船「カラヌスⅢ」を利用して、さぬき市、
東かがわ市と合同で東讃ジオクルーズを実施し、香川県東部の瀬戸内海沿岸にある城山の引田不整合、鹿
浦越のランプロファイヤ岩脈（国指定天然記念物）、絹島と丸亀島の柱状節理（国指定天然記念物）、馬ヶ
鼻の不整合、大串岬の海食崖など海からのジオサイトを紹介した。
　午後から行われた講演会では155名が参加し、「東讃・海からのジオサイトの魅力」（香川大学工学部 長
谷川修一）、「世界最古のなまず化石の発見とその意義」（さぬき市雨滝自然科学館 森 繁 氏）、「さぬき市
の凝灰岩石造文化」（大川広域行政組合 松田朝由 氏）、「東かがわ市沿岸の史跡と石の文化」（東かがわ市
教育委員会 萩野憲司 氏）と、海から見たジオサイトと史跡並び史跡並びに石の文化について講演いただ
いた。
　講演会後のアンケートによると、東讃のジオサイトに興味をもち、また陸上からは見ることが難しい海
からのジオサイトを見てみたいとする回答者がほとんであった。海からのジオサイトの交通手段として、
「遊覧船で観覧したい」と66名が回答、より近くから見ることのできる「シーカヤックで観覧」が19名と
いう結果となった。「その他」の意見には「自分の船で見に行く」とあった。また、東讃で講演会を開催
したことで、さぬき市、東かがわ市の参加者が66名と全体の70％を占め、東讃の参加者に「ジオパーク」
を知ってもらういい機会となった（図12、図13）。

５．３　讃岐ジオパーク構想学術連携推進シンポジウム
　平成27年３月21日、香川大学主催、四国学院大学、高松大学、徳島文理大学、香川高等専門学校、香川
短期大学、香川経済同友会共催で「讃岐ジオパーク構想学術連携推進シンポジウム」を開催し、115名の
集客を得た。基調講演では、四国学院大学の田尾和俊教授に「レジャー素材としての香川の山と岩」と題
して講演いただき、日頃見慣れた風景の見方に付加価値をつけ、レジャー素材として活用する取り組みに
ついて学んだ。さらにパネルディスカッションでは、高松大学佃昌道学長、四国学院大学 田尾和俊教授、
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徳島文理大学 大久保徹也教授、香川高等専門学校 向谷光彦准教授、香川短期大学 中俣保志教授と香川
大学教授 長谷川修一がパネリストとして、讃岐ジオパーク構想実現に必要な大学との連携について検討
した。
　シンポジウム終了後のアンケートによると、香川県まるごとジオパークにする讃岐ジオパーク構想に賛
成し、是非ジオパーク構想を推進してほしいと８割の方が回答する結果となった。また、讃岐ジオパーク
構想の区域は「香川県全域が適当である」30名、「市町が共同して推進する」４名、「市町単位で推進する」
２名と、「香川県全域が適当である」に81％の賛同を得た（図14）。

５．４　讃岐ジオパーク構想による地方創生推進シンポジウム
　平成28年２月28日、香川大学主催、香川経済同友会、高松大学、徳島文理大学、香川高等専門学校、香
川短期大学共催で、「讃岐ジオパーク構想による地方創生推進シンポジウム」を開催し、150人の集客を得
た。基調講演は「世界ジオパークによる地方創生」と題して地方創生の視点からみた山陰海岸ジオパーク
について豊岡市の中貝宗治市長にご講演いただいた。中貝市長は、豊岡市出身の教育者である東井義雄氏
の「村を捨てる学力」と「村を育てる学力」を紹介され、「村を育てる学力」の可能性をジオパークに見
出している。郷土をよく知り、郷土にある世界的な価値を科学的に理解すれば、郷土愛が育まれ、地域の
ために役割を果そう考え、地元への定着率が増えると期待される。豊岡市では、子供たちに一度は世界に
はばたいても、コウノトリのように故郷に戻ってきて、役割を果たしてくれる教育をコウノトリとジオ
パークを軸に展開している。
　パネルディスカッションでは、高松大学佃昌道学長、香川経済同友会前田宗一常任幹事、小豆島町塩田
幸雄町長と東かがわ市竹田具治教育長を迎え、地方創生の視点から、讃岐ジオパーク構想を推進する方策
について意見交換を行った。
　アンケート結果では、讃岐ジオパーク構想を是非推進することに多数の賛同が得られた。その理由とし
て「地域の活力、愛着」「観光促進」「教育」があげられた。讃岐ジオパークの区域については、「積極的
な市町から讃岐ジオパーク構想を順次推進していく」に50名、「香川県全域の足並を揃えて推進する」に
25名、「いくつかの市や町が共同して推進する」に21名という結果となり、「積極的な市町から讃岐ジオ
パーク構想を順次推進していく」に半数の賛同が得られた（図15）。

５．５　香川大学サテライトセミナー
　平成27年度は東かがわ市交流プラザで、香川大学サテライトセミナー「東かがわ市のジオサイト講座」
を開催した。５月11日は東かがわ市の自然環境の特徴（香川大学工学部 長谷川修一）、６月８日は東かが
わ市のジオサイトの魅力（香川大学工学部 長谷川修一）、７月13日は東かがわ市のジオサイトの活かし方
（香川大学経済学部 原直行）と題して講演を実施し、東かがわ市のジオサイトの視点から見た自然環境と
歴史文化の特徴について紹介した。
　平成28年度は４月21日豊中農村環境改善センターで、香川大学サテライトセミナー「三豊市の地球活動
遺産を世界ジオパークに」を開催した。講演では三豊市内にある地球活動遺産（爺神山の火山岩頸、弥谷
寺・興隆寺などの凝灰岩石造物、志保山の風穴、妙見山の巨石、丸山島・家ノ浦の岩脈、紫雲出山等）を
紹介し、その保全と活用を呼びかけた。

香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探求」活動報告
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５．６　自治体との連携事業
　平成25年10月５日、６日に小豆島町・土庄町などと共に主催した「瀬戸内国際芸術祭2016」関連事業の
「小豆島石の魅力創造シンポジウム・小豆島ジオサイト探訪」では、瀬戸内芸術祭の舞台となる小豆島に
産する石の魅力を島民及び芸術祭参加者に向けて発信した。
　平成26年11月８日～９日に行われた小豆島町、同志社大学主催の「小豆島 石の文化誕生シンポジウム」
では、サヌカイトを利用したナイフ形石器、弁天島古墳群、桂離宮の石灯籠にも使われた豊島石、大阪城
石垣石切丁場跡と船積み遺構など小豆島の歴史と石の文化に焦点をあて、石の文化クルージング、ジオサ
イト探訪と併せて開催された。香川大学も後援し、11月９日のフリーディスカッションでは香川大学から
長谷川修一がパネリストとして参加した。
　また翌年、平成27年11月７日、８日の小豆島町主催「瀬戸内海・小豆島 石のシンポジウム2015」では
大坂城、江戸城、金沢城の３つの城郭と石切丁場をテーマに石の文化の魅力が発信された。香川大学も後
援し、11月７日「石の文化クルージング」では瀬戸内海の多島美を生み出した地質についての解説、11月
８日のジオサイト探訪では石切丁場を構成する花崗岩についての解説、同日フリーディスカッションでは
コメンテーターとして参加した。
　平成28年８月26日～27日の小豆島町主催「小豆島・石のシンポジウム・インターナショナル2016」（第
８回世界考古学会議京都大会プレシンポジウム）は、小豆島町が石の文化の発信のため毎年実施している
「石のシンポジウム」と京都で開催される国際考古学会に参加する海外からの現地見学者が合流して開催
された「瀬戸内国際芸術祭2016」関連事業である。筆者は、小豆島町と連携して、香川大学「瀬戸内国際
芸術祭2016」平成28年度大学提案プロジェクト支援を受けて、小豆島ジオツアーガイド資料の作成、運営
支援を行った。

５．７　香川県教育センターの研修への協力
　香川県教育センターが行っている小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教員を対象にした「香川
の「ジオ教材」フィールドワークプログラム」に、筆者は平成24年度から講師として参加し、フィールド
ワーク研修に協力している。
　平成24年度は高松市の屋島及び五剣山周辺を、平成25年度はさぬき市長尾～高松市香川町の長尾断層
を、平成26年度は五色台周辺の地質とサヌカイトについて、平成27年度は三豊市の爺神山・弥谷山・紫雲
出山・丸山島を、平成28年12月26日は東かがわ市白鳥のランプロファイア岩脈や引田の潟湖、引田城跡の
石垣などの解説を行った。
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図11　讃岐ジオパーク構想推進シンポジウムアンケート結果
 

 

図 11 讃岐ジオパーク構想推進シンポジウムアンケート結果 
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図12　東讃・海から見たジオサイトと石の文化講演会アンケート結果（１）
 

 

図 12 東讃・海から見たジオサイトと石の文化講演会アンケート結果(1) 
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図13　東讃・海から見たジオサイトと石の文化講演会アンケート結果（２）
 

 

図 13 東讃・海から見たジオサイトと石の文化講演会アンケート結果(2) 
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図 14 讃岐ジオパーク構想・学術連携推進シンポジウムアンケート結果 

 

 

 

図14　讃岐ジオパーク構想・学術連携推進シンポジウムアンケート結果
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図15　讃岐ジオパーク構想による地方創生推進シンポジウムアンケート結果
 

 

図 15 讃岐ジオパーク構想による地方創生推進シンポジウムアンケート結果 
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６．おわりに
　平成22年度～平成25年度の４年間に実施した香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探訪」では、受講者と
共に香川県内のジオサイトの魅力を発見し、資料にまとめる基礎調査を行った。これに対して、香川大学
公開講座「讃岐ジオサイト探求」は、讃岐の大地の成り立ちから、讃岐の気候や生態系、生活・文化・産
業の歴史をめざす講座である。「讃岐ジオサイト探求」によって、受講者の地域への関心が高まり、また
理解が深まったと思われる。今後は、この成果を大学教育と地域に還元する段階と考えられる。このよう
な視点から、平成28年度から地域理解を目的とした全学共通科目主題C講義型科目として「地形・地質か
らみた讃岐の風土」を、また実践型科目として「讃岐ジオサイト探求」を開講した。また、平成28年度の
香川大学公開講座では、ガイドを養成する「讃岐ジオガイド養成講座」を開始した。これからも大地の成
り立ちから讃岐の強みと弱みを再評価し、強みを地域振興に、弱みを防災に活用するだけでなく、弱みを
逆手にとって強みに変える「讃岐ジオパーク構想」による地域貢献活動を推進して行く所存である。
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